
第 6章　中世社会の展開　5. 戦国動乱と諸地域（1）戦国大名の登場

■戦国時代の山陰
　戦国時代の山陰地域は、出雲国（島根県）
の大名尼

あま

子
ご

氏が勢力を誇っていた。尼子氏
は16世紀初頭に伯耆・因幡に攻め入り、山
陰全域を支配していた。
　しかし、中国地方では16世紀半ばに安

あ き

芸
国（広島県）の国人毛

もう

利
り

元
もとなり

就が成長し、大
おおうち

内
氏を滅ぼして、勢力を広げていく。
　1562（永

えいろく

禄5）年、石
いわ

見
み

銀
ぎんざん

山を押さえた元就
は、尼子氏の拠点である富

と だ

田城を攻撃する。しかし、尼子氏は手強く、
元就は富田城への食糧の補給路を絶って持久戦を展開していく。当時、
日本海からの海上ルートは尼子氏の重要な補給路の 1つであった。
■尼子氏と毛利氏の戦い
　元就は日本海と中海をつなぐ弓浜半島
の尼子勢を撃退し、この地を押さえて、
海からの補給路を遮断する。
　この資料は、そのときに戦功をあげた
伯耆武士の豊

て

島
しま

又五郎に対して、元就が
与えた「感

かんじょう

状」と呼ばれるものである。家
来たちにとっては、これが恩賞要求の証
拠になった。
　この戦いで勝利した元就は、戦いを優位に進め、1566（永禄9）年に
尼子氏を降伏させ、中国地方の覇者となっていく。　　　　（担当：岡村吉彦）
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尼子経久銅像（安来市）

★の写真は教育活動以外での無断利用や転載を禁止します。
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